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（株）ネットエンズ・アイティーマネージ（株）対等合併のお知らせ 
7月 1日、MSP専業者として No.1に 

～24時間 365日対応の運用アウトソーシングサービスのデファクトスタンダードを目指す～ 

 

MSP（マネジメント・サービス・プロバイダー）専業の株式会社ネットエンズ（東京都中野区・代表 谷本 

勲）とアイティーマネージ株式会社（東京都品川区・代表 高久 勉）は、2004 年 7 月 1 日対等合併しま

す。存続会社は株式会社ネットエンズ、新社名はアイティーマネージ株式会社となります。なお、合併後

の新会社の代表取締役社長兼 CEOにはアイティーマネージ㈱代表の高久 勉が、代表取締役副社長兼

CSOには㈱ネットエンズの谷本 勲が就任致します。 

 

両社は 2000年より、システムの監視運用に特化したMSPの草分け的存在としてサービスを提供してまい

りました。その両社が合併することにより、さらに多くのお客様に「低価格で安定したシステム運用」サービ

スをご提供していきたいと考えております。 

 

今回の合併の狙いは、以下の 3点となります。 

1. MSP というビジネスモデルを、より一層拡大・展開し、市場における認知度を向上する。 

2. MSP 専業者の売上高のうち、約 50％のシェア確保する最大のサービスプロバイダーとなること

により顧客への訴求力を上げ、信頼感をより一層高める。 

3. 従来、主にインターネット系システムに提供してきたサービスを、企業内の業務システムにも提

供し、24時間 365日対応の運用アウトソーシングサービスのデファクトスタンダード（業界標準）

を目指す。 

 

本合併により、当期決算（2004年 12月期）につきましては、売上高 12億円、経常利益 1億円を予想し

ています。（なお期中合併のため消滅会社側は、半期分のみの決算参入となります。） 

 

 



 

【合併及び新会社概要】 

新 社 名： アイティーマネージ株式会社 

存続会社： 株式会社ネットエンズ 

合併期日： 2004年 7月 1日 

合併比率： アイティーマネージ（株）1株に対して、（株）ネットエンズ 1株を割当 

本   社： 東京都品川区西五反田 3-7-10 アーバンネット五反田 NNビル 2F 

事 業 所： 東京都中野区本町 3-30-4 K&Y BLD.4F 

代    表： 代表取締役社長兼 CEO 高久 勉 

 代表取締役副社長兼 CSO 谷本 勲 

資 本 金： 2億 7,650万円 

従業員 ： 約 80名 

株主構成： 役員及び従業員 

 トランスコスモス㈱、寺田倉庫㈱、テクマトリックス㈱、住友商事㈱、 

 ㈱インターネット総合研究所、㈱富士通ビジネスシステム、 

 国内主要ベンチャーキャピタル、他 

 

■ （株）ネットエンズの概要 

所在地： 東京都中野区本町 3-30-4 

設  立： 1997年 1月 

資本金： 2億 7,650万円 

代表者： 谷本 勲 

従業員： 58名 

売上高： 2003年 12月期 5億 3,100万円 

 

■ アイティーマネージ（株）の概要 

所在地： 東京都品川区西五反田 3-7-10 

設  立： 1997年 8月 

資本金： 5億 1,687万円 

代表者： 高久 勉 

従業員： 21名 

売上高： 2004年 3月期 9億 5,800万円 

 （MSP事業単体 4億 800万円） 

 



 

■ 本リリースに関するお問い合わせ 

株式会社ネットエンズ 

担当：アカウントグループ 古賀 

TEL：03-5358-5311   e-mail:info2@netens.co.jp 

 

アイティーマネージ株式会社 

担当：経営企画本部 海老原 

TEL：03-5434-2600   e-mail:info@ITmanage.co.jp 

 

【資料】 

■ 合併の背景 

インターネットシステムが普及し、24時間 365日のシステム運用が必須となった 2000年～2001年にか

けて、システムの監視・運用を行う MSP業者が 30社以上設立されました。 

ところが、ITバブルの崩壊に伴い、30社以上あったMSP業者が 10社前後に淘汰され、その中から生き

残れるのは 2～3社程度であると考えております。 

その中で、両社は MSPの草分け的存在として、2000年の MSP誕生時よりサービスを提供してまいりま

した。今回の合併により、両社の培ったシステムの監視・運用における「仕組み」を、インターネットシステ

ムに限らず、企業内の業務系、情報系のシステムに対しても積極的に提供していきたいと考えていま

す。 

 

■ MSPについて 

マネジメント・サービス・プロバイダーの意味です。 

従来の人に依存した常駐型のシステム運用ではなく、徹底的なシステム化・自動的な「仕組み」による、

人に依存しないシステム運用を行っています。 

両社では、ITIL(英国政府が IT サービスの管理・運用に関するベストプラクティスを纏めたガイドブック)

や、ISMS/BS7799（情報セキュリティマネジメントシステム）といった国際、国内標準に準拠したサービス

を提供していきたいと考えています。 

 

※ 記載されている会社名、商品名は、各社の商標あるいは登録商標です。 
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